
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■第 196 回理事会の開催 
第 196 回の理事会が 1月 21 日に開催されました。新

型コロナオミクロン株の感染拡大下にあり基本リモート
での開催となりました。 
主要な議題は以下の通りでした。 
1.審議 
1-1．JSURP2021 年度 基幹的課題の検討について    
1-2. 全国まちづくり会議_2022 について 
1-3. 後援申請  
２．報告 
2-1．JANPIA事業 交流セミナー企画概要              
2-2．SOCIALSHIP 助成プログラム 
2-3．R4 年：官民連携まちなか再生推進事業 
議題 1-1 の基幹的課題である協会のミッション・ビジ

ョンについては引き続き検討部会において検討を精力的
に行い,年度内に素案取りまとめをめざすことが報告され
た。議題 1-2 の今年の全まちについては,時期を概ね 10
月初旬を目途とし,開催場所の候補として東京都墨田区に
新設された千葉大学墨田キャンパスなどが挙げられまし
た。 
 
■第 3 回女性とまちづくり研究会の開催案内 
第 3回女性とまちづくり研究会が以下のように開催

されます。 
・日時：３月８日（火）20時～21 時半 
・講師：石川幹子東大名誉教授 
・参加費：無料 
・形式：オンライン 
・申込：下記URLより 
https://forms.gle/EUcPZchfKZGxPBUs5 
今回はランドスケープアーキテクトの石川幹子東大

名誉教授をお招きして「大地の声に耳を澄まし,心を繋
いでいく喜び」をテーマとし,野の花,風のそよぎ,季節の
うつろいの中で,多くの皆さんと心をあわせ,心豊かなま
ちを創っていく喜びを共有したく存じます。事例とし
て中国震災復興,東日本大震災復興,ブータンロイヤルパ
ーク,日本橋坂本町公園再生（明治 15年のコレラか
ら,132 年の軌跡）などを取り上げます。 
その後の懇談の中での話題として,事前に皆さまから

の質問をメールで募集する予定です。是非ご参加くだ
さい。 
 

 
 
 
 
 
■福岡支部「高見三条のまちなみ保全活動」 
―第 9 回北九州市都市景観賞受賞― 
日本都市計画家協会福岡支部では,北九州市の高見三
条地区住民によって構成される「高見三条地区まちなみ
協定委員会」の依頼を受けて,「高見三条のまちなみ保全
活動」を 10数年にわたって支援し,景観づくりアドバイ
スなどを行なって来ました。 
この度,こうした地域住民によるまちなみ保全の活動
が北九州市都市景観賞において高い評価を受け,北九州
市都市景観賞まちなみデザイン奨励賞を受賞しました。 
受賞理由は「『ゆるやかな統一』をテーマに,様々な計
画調整や協定づくりの工夫を凝らして開発された住宅
地である。まち開きから 20 年以上を経てなお維持管理
の状態は素晴らしく,風格ある成熟した街並みへと育っ
ている。」とされています。 
https://kitaq-keikan-9th.com/award/n7/ 
北九州市都市景観賞は,「個性的で魅力ある都市景観の
向上に寄与した建築物やまちなみ,屋外広告物などを標
識すると共に,景観に対する市民の意識高揚を図る為,平
成 11 年度に創設」され,毎年市民の推薦をもとに選考委
員会の審査を受け選定されます。 
なお,高見三条まちなみ保全活動は,一昨年の第 13回
日本まちづくり大賞(日本都市計画家協会)を受賞してお
り地元北九州市からもこの度,地域住民の活動成果が改
めて表彰を受けた事になります。 
◇高見三条地区の概要,経緯 
高見三条地区は 1998 年に開発された戸建宅地で前身
は 1901 年の官営八幡製鉄所の官舎団地です。社宅集約
化に伴い,マスターアーキテクトとして建築家内井昭蔵
氏を招き,「ゆるやかな統一」をコンセプトにした戸建
宅地として開発された(現在 94 宅地)。開発にあたり独
自のデザインコードを設定し,補完する制度として建築
協定,緑地協定が締結されました。 
その後,住民自らがその住環境を維持するため街並み
協定委員会を発足し,各種協定の運営や共同管理,コミュ
ニティ形成に取り組み始めました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■高見三条地区のまちなみ 
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■JANPIA 活動報告・交流セミナー 
1 月 29 日(土)に「外国人と共に暮らし支え合う地域社

会の形成～支え合いを豊かさにつなげるまちづくり～」
の活動報告・交流セミナーが開催されました。 
テーマ 1は相談機能の強化で,「コロナ禍における在日

ムスリム緊急支援」を行なっているNPO法人 Accept 
International（東京中央区）,テーマ 2は学習・就業支援
機能の強化で,「学生・技能実習生を対象に「食・住・
職」支援」を行なっているNPO法人 Oneself（兵庫県神
戸市）と「コロナ禍の脆弱な多言語コミュニティの支
援」を行なっているNPO法人多文化フリースクールちば
（千葉県四街道市）,テーマ 3は交流機能の強化で,「農作
業で外国人が地元の農家さんをサポート」を行なってい
るNPO法人 Peace＆Nature（兵庫県神戸市）と,「家な
き人のシェアハウスと就労の場づくり」を行なっている
認定NPO法人茨城県NPOセンターコモンズ（茨城県常
総市）,テーマ 4は運営体制の強化で「大阪ミナミ地区ダ
イバーシティ社会形成事業」を行なっているMinami ダ
イバーシティアクション（大阪府大阪市）と,「移住女
性・家族が繋がる地域コミュニティ」を行なっている公
益財団法人京都YWCA（京都府京都市）の活動報告がさ
れました。 
 各団体の成果と課題は以下のようにまとめられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
後半はこれらを踏まえて助成団体と審査員の意見交換
が行われ,審査員の有田典代（国際文化交流協会）,野山
広（国立国語研究所）,佐谷和江（㈱計画技術研究所／
JSURP理事）,藤井さやか（筑波大学）,葛西リサ（追手
門学院大学）の 5名より講評があり,最後に JSURP佐
谷和江より総括と今後の展望（下記）が示された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■第２回サステイナブルシティ・サミットの開催 
JSURP が後援する第２回サステイナブルシティ・サ
ミット（シティラボ東京主催）が 2月 5日に開催され
ます。詳細,申し込み案内などは下記を参照下さい。 
https://citylabtokyo.jp/2021/12/23/20220205_event_
sustainablecitysummit/ 
■２月の予定 
①2月 2日（水）全まち 2022 第 2回実行委員会 
②2月 5日（土）サステイナブルシティ・サミット 
③2月 16日（水）第３回ビジョンミッション部会 
④2月 25日（金）第 197理事会 


